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（健康・安全管理）

（保育の基本）

（保育課程の編成）

園長・主任保育士・保育士等すべての職員の役割分担と協力体制を整えていますか

自己評価にあたって、地域の実情や保育所の実態に即して、適切に評価の観点や項
目を設定していますか

全職員による共通理解をもって、自己評価に取り組んでいますか

評価の結果を踏まえ、保育の内容等の改善を図っていますか

保育課程が保育の基本方針に基づき、さらに地域の実態や保護者の意向等を考慮し
て作成されているか

保育課程の編成にあたっては、子どもの生活や発達の連続性に留意し、保育所が創
意工夫して保育できるよう、編成しましたか

２０１７年度　シャローム保育園の自己評価

子どもの人権を十分に配慮した保育を実施していますか

保護者や地域社会に、当該保育所が行う保育内容を適切に説明していますか

入所する子ども等の個人情報を適切に取り扱っていますか

保護者の苦情等に対し、その解決を図るよう努めていますか

保育の内容等の評価に関し、保護者及び地域住民等の意見を聞いていますか

幼稚園に向けて、保育所の子どもと幼稚園の児童との交流、職員同士の交流、情報共
有や相互理解など幼稚園との積極的な連携を図っていますか

　評価　A:十分できている　　B:　ほぼできている　　C:　やや不十分である　　D:不十分である



１３ A

１４ A

１５ A

１６ A

１７ B

１８ B

１９ C

２０ B

２１ C

２２ B

２３ C

２４ B
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２６ C

保育時間の延長、休日、夜間保育、病児・病後児に対応する保育など多様な保育を
実施する場合には、保護者の状況に配慮をすると共に、子どもの福祉が尊重される
よう努めていますか

地域の関係機関、団体等の積極的な連携及び協力を図ると共に子育て支援に関わ
る地域の人材の積極的な活用に努めていますか

地域の子育て支援に関する資源を積極的に活用すると共に、子育て支援に関する地
域の関係機関、団体等の連携及び協力を図っていますか

保育中の事故防止のために、保育所内外の安全点検に努めていますか

家庭や地域の諸機関の協力の下に安全指導を行っていますか

子どもの健康及び安全について、全職員で共通理解を図っていますか

健康や安全に関する取り組みの方針や具体的な活動の企画案及び保育所内外の連
絡調整の業務を担当する専門的職員を配置していますか

子どもの健康及び安全について保護者と連携を図り、保育所の方針や取り組みにつ
いて周知するよう努めていますか

（健康・安全管理）

（保護者支援）

子どもに何らかの疾病が疑われる状態や障害が認められた場合には保護者に連絡
すると共に、嘱託医と」相談するなど適切な対応を図っていますか

不適切な養育の兆候が見られる場合には、市町村や関係機関と連携し、要保護児童
対策地域協議会で検討するなど適切な対応を図っていますか

虐待が疑われる場合には。速やかに市町村または児童相談所に通告し、適切な対
応を図っていますか

保育中に体調不良や傷害が発生した場合には、その子供の状態に応じて、保護者に
連絡すると共に、適宜嘱託医等と相談し、適切な処置を行っていますか

感染症やその他の疾病の発生予防に努め、その発生や疑いがある場合は、必要に
応じて、嘱託医、市町村、保健所とうに連絡し、その指示に従うとともに、保護者や全
職員に連絡し、協力を求めていますか

子どもの健康及び安全について、地域の関係機関等と連携を図っていますか
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（評価後の検討結果）

（資質向上に向けた姿勢）

地域の子どもをめぐる諸課題に対し、要保護児童対策地域協議会等関係機関と連携、
協力して取り組むよう努めていますか

子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どものプライバシーの保護、知り
得た事柄の秘密保持に留意していますか

法令等を遵守し、保育所を取り巻く社会情勢などを踏まえ、施設長としての専門性等
の向上に努めていますか

職員が保育所の課題について共通理解を深め、協力して改善に努めることができる
体制を作っていますか

職員及び保育所の課題を踏まえた保育所内外の研修を体系的計画的に実施してい
ますか

研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反映させていますか

職員の自己研鑽に対する援助や助言に努めていますか

　・新任保育者が多く、経験、知識不足であったが、園内研究を取り組む中、子どもを理解することの大切
　さを学んだり、確認することができた。また、その研究の取り組みを保護者に伝え、理解していただき、
　アンケート調査等の協力が得られたことは保護者との信頼関係にも繋がることだと感じることができた。
　・昨年度、職員間のコミュニケーション不足。会議を持つ際、後輩が発言しやすい雰囲気作りが課題で
　あったが、２９年度には経験別で話し合えるなんどもトークを取り入れることができ、保育について、子ど
　もについて語る姿もみえた。そのことで、保育の分からないことを相談することにより、共通理解にもなり
　それが安心へと繋がっているようだ。
　・新任保育者が不安や疑問に関して頼れる場所をつくるため、メンター制度を後半から取り入れてみる
　メンター、メンティーどちらも学びになる関係になるのではないかと今後継続していきたい。
　また、メンターをする先輩保育者が負担やストレスにならないように気軽に取り組み、今後リーダーシッ
プ
　がとれる保育者を育てていきたいと考えている。
　・保育者間の連携ができていないことも課題である。そのために、報連相がしっかりできるようにマニュア
　ルを作成し、園全体で連携できるよう努めていく。
　・保育の充実を念頭に仕事の効率化（工夫をする）


